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研究概要

地域の人々の視点等を読み取るフィールドワークを行い、地域特性・資源を把握し、地域固有の内
発的発展のあり方を考察する研究を行っています。特に、農山村を研究フィールドとし、地域固有の
文化や社会構造について理解を深め，人々の意識・行動から地域自治の機能や内発的発展のメカ
ニズムを追究しています。
また、地域の自律的発展につながる実践も視野に、研究・教育・社会貢献活動を行っています。

１ 地域の内発的発展
内発的発展とは、格差を生み出す構造を変革しつつ、人間としての可能性を十分に発現できる条
件を創り出すことを目標とする社会変化の過程です。農村部には、豊かな自然資源や伝統・文化
遺産などが豊富に存在します。農村部が有している固有の資源・システム・文化とは何か、地域の
人々の意識・行動等、まずは実態を把握し、地域の人々の力や地域に存在する資源をもって、どの
ような社会変化が起こりうるか、まだ目指す地域の姿とはどのようなものかなど、地域の人々とと
もに考えます。

２ 農山村フィールド研究
農山村は，私たちに多面的な価値を提供してきました。そこに暮らす人々は，自然と共存し，人間
の生存に欠くことのできない食をつくり，衣料や住まいの原材料を提供し，森林保全により自然環
境の維持，水資源の確保などを可能とし，自然や社会の関係の中から生活術としての文化を築く
など，豊かな人間社会の構築に貢献してきました。人々にとってなくてはならない基盤をつくり，生
命維持に必要不可欠な価値を提供する農山村の重要性を理解する，あるいは，その農山村の社
会・文化的資本を大切に維持・継承している人々について実態を把握するフィールド研究を中心
に行っています。また，過疎化・高齢化が進む農山村の課題も直視し，次世代により豊かな地域を
継承するには，何がなされなければならないのか，地域の方々と共に考える場を大切にしています
。主なフィールドは，高千穂郷椎葉山地域やベトナム紅河デルタ農村部などを含みます。
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